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　そこで当社は、これまで培った粉砕技術を活かし、本事業においてプラスチックフィルム廃材に
成形不良品を混合した高利益・高品質プラスチックペレットの試作開発を行いました。粉砕を自社
でこなすことで仕入優位性と差別化を図り、顧客満足の向上を目指しました。

薄くて軽い素材を効率良く粉砕するために
　プラスチックフィルム廃材をそのまま押出機に
投入することは投入口の大きさからして不可能な
ため、当初は既存の粉砕機を用いてプラスチック
フィルム廃材の粉砕を行いました。ところが、プ
ラスチックフィルムは成形不良品よりも薄くて軽
いため、粉砕というよりも引きちぎられてしまい
ます。しかも、嵩張ってしまうので押出機に投入
できませんでした。
　そこで、プラスチックフィルム廃材の押出機へ
の投入を実現するために新たな粉砕機「グラッ
シュミキサー」を導入しました。グラッシュミキ
サーは熱収縮をかけられるため、プラスチックフィルムのような薄くて軽い素材を小さな塊として
粉砕できます。

コストダウンによる価格メリットを顧客に提供
　プラスチックフィルム単体での再生プラスチッ
クペレットに、成形不良品をどの程度混練すれば
良いのか試作を繰り返した結果、プラスチック
フィルム粉砕品を30％投入できると従来の成形不
良品のみのペレットと比較して13％のコストダウ
ンが可能になりました。また、通常10～15円だっ
たフィルムを20円で買い取りできる見込みがたっ
たため、少なくとも25％の価格メリットを顧客に
提供できるようになり、企業競争力の強化につな
がりました。
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　当社のような再生事業業界において、中長期的には「地球環境保全」の視点が欠かせませ
ん。今や廃プラスチック問題と環境汚染は全世界が一丸となって取り組むべき課題であり、こ
れらの問題を解決するための早期の技術開発ならびにシステムの確立が望まれます。当

社としては廃プラスチックの国内循環に寄与する試作開発・研究をこれまで以上に
推し進め、地域社会の一員として地球環境保全のお役に立ちたいと思ってい
ます。

専務取締役  青木　さくら将 来 の 展 望 株式会社 東栄工業

プラスチックの原材料が足りない！
　当社は茨城県結城市に本社を置き、フィルム工場、家電製造工場、自動車
工場などから成形不良品やスプールランナー（プラスチック製品成形時に
溶融樹脂が金型の通路に固まったもの）などのプラスチック廃材を仕入れ、
分別・粉砕して国内・海外のペレット成形会社やプラスチック成形加工会社
へ原材料として販売しています。プラスチック廃材の加工・原料再生は小山
市向野の小山工場で行っています。
　昨今、プラスチック成形業界では原材料であるプラスチックペレットが不足
しています。一方で、当社のようなプラスチックペレット生成企業において
も、プラスチック廃材自体の仕入量が減少し、取引先が要望する量を十分に供
給できない状況にありました。
　このような中、増加してい
るのが食品包装やペットボト
ルのラベルなどに利用される
プラスチックフィルム廃材の
仕入れです。特に食品包装用
のプラスチックフィルムは衛
生上の観点から不良品の自社
リサイクルは行わず、当社の
ような再生業者等へ排出して
います。

熱収縮をかけられる高性能粉砕機を導入。

コストダウンを実現し、企業競争力を強化

プラスチックペレットのサンプル

グラッシュミキサーにプラスチックフィルム廃材を投入

高速グラッシュミキサー「CRMI-400B」（エコグリーン）

プラスチックペレットを生成する押出機

株式会社東栄工業・小山工場
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